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1． 研究課題 

本研究は、ネット・ゼロ・エネルギービル（ZEB）およびネット・ゼロ・エネルギーハウス（ZEH）

を実現するための省エネルギー手法、再生可能エネルギー利用技術、運用時性能評価手法に関する

研究開発を行うものである。2025 年度からは、従来個別に進めてきた ZEB・ZEH に関する研究と、

住宅・建築の快適性、健康性、知的生産性、ウェルビーイングに関する研究を統合し、脱炭素化と

ウェルネスを両立する住宅・建築環境の研究として再構成した。具体的には、都市、建築、住宅に

おけるネット・ゼロ実現、ZEB・ZEH、住宅・建築のウェルネス性能、レジリエンス性能の高い住宅・

建築、建築分野のホールライフカーボン、変動型再生可能エネルギー大量導入時のエネルギーマネ

ジメント、既存建築物の省エネルギー改修を主要な研究対象とした。 

 

ZEB の社会実装においては、単に一次エネルギー消費量を削減するだけでなく、在室者の快適性、

健康性、知的生産性を確保し、災害時のレジリエンスやライフサイクル全体の環境負荷低減も同時

に評価する必要がある。本研究では、建築計画、設備システム、運用制御、室内環境評価、人的資

本、ホールライフカーボンを統合的に扱い、ネット・ゼロ社会の実現に資する建築環境研究の体系

化を目指した。 

 

2． 主な研究成果 

2.1 ZEB・ZEH およびネット・ゼロ建築の設計・運用評価 

オフィスビル、研究施設、集合住宅、戸建住宅を対象として、ZEB・ZEH の設計、運用、実測評価

に関する研究を進めた。特に、Nearly Net Zero Energy Office におけるパーソナル環境制御シス

テムの統合評価、ZEB 関連技術を結集した実証棟の設備計画・運用検証、既存集合住宅の ZEH 改修、

ヒートポンプ給湯機や太陽光発電を含む住宅のエネルギーマネジメントに関する知見を得た。 

 

2.2 住宅・建築のレジリエンスとエネルギー自立性の評価 

停電時における ZEH の電力自給性および温熱快適性を対象に、冬季・夏季の実験およびシミュレ

ーションを行った。太陽光発電、蓄電池、ヒートポンプ給湯機、生活スケジュールの調整を組み合

わせることで、災害時にも一定の居住性を確保しつつエネルギー自立性を高める可能性を示した。 

 

2.3 ウェルネス、ABW、知的生産性、人的資本に資する室内環境評価 

住宅・建築のウェルネス性能に関して、ABW オフィス、人的資本向上オフィス、ワーカーの主観

的ウェルビーイング、精神的状態、座席選択行動、オフィス志向度、音環境、バイオフィリックデ

ザイン、睡眠環境などを対象とした実測・実験研究を行った。これにより、脱炭素建築の普及にお

いて、エネルギー性能と人的価値を一体的に評価する重要性を示した。 

 

2.4 ホールライフカーボン、エンボディドカーボン、既存建築物改修に関する研究 



 

 

建築物の運用時エネルギーだけでなく、建設時・改修時・設備更新時に発生するエンボディドカ

ーボンを含めたホールライフカーボン評価に取り組んだ。空調衛生設備のエンボディドカーボン実

態分析、放射空調システムの WLC 評価、既存市街地における 2050 年ネット・ゼロシナリオ、既存

中小ビルの外皮改修効果の可視化などにより、ストック活用時代における脱炭素化手法を検討した。 

 

2.5 施設園芸・都市スケール・変動 CO₂原単位を含むネット・ゼロ概念の拡張 

施設園芸分野におけるネット・ゼロ・エネルギー・グリーンハウス（ZEG）の定義、設計要件、

実証温室の性能評価に関する研究を進めた。また、大規模スマートメーターデータを用いた都市内

の時空間的 CO₂排出係数の定量化、変動型再生可能エネルギー導入下での需要応答型ヒートポンプ

給湯機の活用、動的 CO₂原単位に基づく TABS 運用など、エネルギー供給側の変動を考慮した建築運

用の研究を展開した。 
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 経済産業省 省エネルギー小委員会委員長として、省エネルギー政策および住宅・建築物分野

の脱炭素化に関する議論に貢献した。 
 国土交通省 社会資本整備審議会委員として、建築物の省エネルギー化、脱炭素化、室内環境

性能に関する政策検討に参画した。 
 経済産業省 日本産業標準調査会（JISC）標準第一部会部会長として、産業標準化および国際

標準化に関する活動を推進した。 



 

 

5． 研究活動の課題と展望 

2025 年度は、ZEB・ZEH に関する研究と、住宅・建築の快適性・健康性・知的生産性に関する研

究を統合し、脱炭素化とウェルネスを両立する住宅・建築環境研究として順調に展開した。査読論

文 17 件、国際会議発表 27 件、国内学会発表 78 件の成果を公表し、ZEB・ZEH、ウェルネス、レジ

リエンス、ホールライフカーボン、既存建築物改修、施設園芸、都市スケールのネット・ゼロ評価

など、多面的な成果を得た。 

 
今後の課題は、エネルギー性能、室内環境質、健康性、知的生産性、レジリエンス、ホールライ

フカーボンを個別指標として扱うだけでなく、建築物の総合的価値として統合評価する枠組みを構

築することである。特に、変動型再生可能エネルギーの大量導入、電力の動的 CO₂原単位、既存建

築物ストックの改修、人的資本経営に資するワークプレイス評価を結びつけることにより、2050 年

ネット・ゼロ社会の実現に貢献する研究を継続する。 


